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「
成
人
の
日
」
の
先
月
十
一

日
、
守
山
区
成
人
の
日
記
念
行

事
（
各
学
区
区
政
協
力
委
員
会

な
ど
主
催
）
が
大
森
・
森
孝
・

守
山
東
・
守
山
北
・
守
山
・
守

山
西
・
志
段
味
・
吉
根
の
八
つ

の
中
学
校
で
開
か
れ
た
。

　

区
内
の
新
成
人
（
平
成
十
二

年
四
月
二
日
―
同
十
三
年
四
月

一
日
生
ま
れ
）
は
男
性
八
百
十

人
、
女
性
八
百
二
十
六
人
の
計

千
六
百
三
十
六
人
。
一
昨
年
は

千
七
百
四
人
、
昨
年
は
千
六
百

六
十
五
人
で
、
わ
ず
か
ず
つ
な

が
ら
減
少
傾
向
。

　

ま
た
、
学
区
別
で
は
苗
代
学

区
が
一
番
多
く
百
五
十
六
人
。

次
い
で
瀬
古
学
区
（
百
四
十
六

人
）
、
廿
軒
家
学
区
（
百
十
四

人
）
、
小
幡
学
区
と
吉
根
学
区

（
と
も
に
百
十
二
人
）
の
順
だ

っ
た
。
※
い
ず
れ
も
守
山
自
衛

隊
を
含
め
な
い
人
数
。

　

こ
と
し
の
記
念
行
事
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
当
日
の
健
康

状
況
を
記
入
す
る
参
加
票
の
提

出
を
参
加
者
に
求
め
た
ほ
か
、

本
人
以
外
の
出
席
を
控
え
て
も

ら
う
よ
う
呼
び
掛
け
る
な
ど
し

て
行
わ
れ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

会
場
の
一
つ
、
守
山
中
学
校

＝
大
屋
敷
＝
に
は
守
山
・
西
城

・
廿
軒
家
学
区
の
約
二
百
七
十

人
が
出
席
。
振
り
袖
姿
や
ス
ー

ツ
姿
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
ち
こ
ち

に
で
き
、
旧
友
と
の
再
会
に

「
わ
ぁ
ー
」
と
喜
ぶ
声
を
上
げ

た
り
、
ス
マ
ホ
で
記
念
撮
影
す

る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

　

体
育
館
で
の
式
は
例
年
よ
り

短
め
に
行
わ
れ
、
西
城
学
区
区

政
協
力
委
員
長
の
小
山
壽
康
さ

ん
が
主
催
者
を
代
表
し
て
「
新

鮮
な
発
想
と
パ
ワ
ー
で
積
極
的

に
地
域
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
励
ま
し

の
言
葉
を
。
ま
た
交
流
会
の
時

間
も
設
け
ら
れ
、
マ
ス
ク
姿
の

新
成
人
ら
が
歓
談
を
楽
し
み
な

が
ら
目
を
細
め
て
い
た
。

　

恒
例
「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１

年
生
・
紙
面
大
集
合
」
を
本

紙
３
月
号
で
行
い
ま
す
。
今

春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お

子
さ
ん
の
紙
上
参
加
に
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

【
応
募
方
法
】
〈
メ
ー
ル
〉

件
名
に
「
１
年
生
」
、
本
文

に
①
氏
名
・
性
別
②
住
所
③

電
話
番
号
④
保
護
者
名
⑤
入

学
す
る
学
校
名
⑥
将
来
、
何

に
な
り
た
い
か
⑦
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を
記
入

の
上
、
新
入
学
児
一
人
で
写

っ
て
い
る
写
真
の
デ
ー
タ
を

添
付
し
て
＝m-homenews@g

ctv.ne.jp

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
写
真
（
返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
、

別
紙
に
①
か
ら
⑦
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
３
５
２
、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
１
年

生
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

※
掲
載
す
る
の
は
写
真
と

項
目
の
①
⑤
⑥
で
す
。

　

【
締
め
切
り
な
ど
】
３
月

１
日
（
月
）
必
着
。
規
定
人

数
を
超
え
た
場
合
は
先
着
順

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紹
介

し
た
方
に
は
心
ば
か
り
の
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
画
質
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
大
募
集
！

今
春
、入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
３
月
号
で
紹
介

五
年
生
の
百
二
十
九
人
が
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
だ
。

　

同
小
か
ら
依
頼
を
受
け
、
五

年
社
会
科
の
単
元
「
情
報
産
業

と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
の

授
業
と
し
て
開
い
た
も
の
。
講

師
は
志
段
味
西
部
専
売
店
・
角

田
新
聞
店
の
店
主
と
中
日
新
聞

社
の
社
員
が
務
め
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
源

の
種
類
か
ら
説
明
し
た
。

　

新
聞
の
長
所
を
「
記
者
が
取

材
し
て
記
事
を
書
い
て
い
る
の

で
信
頼
度
が
高
い
」
と
紹
介
。

取
材
や
編
集
、
印
刷
や
配
達
と

い
っ
た
工
程
、
そ
れ
ぞ
れ
に
携

わ
る
人
た
ち
の
様
子
な
ど
も
パ

ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
い
な
が
ら
伝
え
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
朝
刊
を
児
童

一
人
一
人
に
配
り
、
「
見
出
し

や
リ
ー
ド
文
だ
け
で
も
大
ま
か

な
内
容
を
理
解
で
き
る
」
と
読

み
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
。

「
新
聞
（
朝
刊
）
に
は
一
日
い
く

つ
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
？
」

な
ど
の
ク
イ
ズ
も
出
題
し
た
。

答
え
＝
約
三
百
本
。

　

児
童
た
ち
は
話
に
興
味
津
々

の
表
情
を
見
せ
て
い
た
ほ
か
、

新
聞
を
印
刷
す
る
輪
転
機
が
時

速
四
十
㌔
の
ス
ピ
ー
ド
で
動
く

映
像
に
「
す
ご
ー
い
」
と
驚
き

の
声
を
上
げ
て
い
た
。

席
三
千
五
百
円
。
未
就
学
児
は

入
場
不
可
。
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
延
期
や
中

止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
」

と
関
係
者
。
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
問

い
合
わ
せ
は
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
燦

-

ｓ
ｕ
ｎ-

＝
☎
０
５
６
３

（

）
６
５
９
８
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
公
演
の
招
待
券
（
Ｂ
席
）

を
本
紙
読
者
二
組
四
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
和
太
鼓
公
演
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

締
め
切
り
は
三
月
二
日

（
火
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招
待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

　

新
聞
が
家
庭
に
届
く
ま
で
の

工
程
や
新
聞
の
読
み
方
な
ど
、

中
日
新
聞
が
教
え
る
「
出
前
授

業
」
が
先
月
十
八
日
に
吉
根
小

学
校
＝
吉
根
一
＝
で
行
わ
れ
、

真
志
、
小
林
啓
太
郎
、
後
藤
修

央
、
伊
藤
健
、
梅
村
稔
、
水
野

繁
則
、
佐
々
木
光
由
、
粟
田
英

二
、
川
島
正
人
、
松
尾
司
郎
、

柴
田
錦
二
、
水
野
弘
幸
、
塚
本

雅
充
、
青
山
正
一
、
大
木
桂

太
、
角
田
新
、
村
瀬
真
二
、
田

岡
鉄
也
、
河
本
隆
一
、
水
野
清

文
、
木
下
智
恵
美
、
服
部
安
伸

　

矢
田
川
河
川
敷
の
ご
み
を
拾

い
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
楽

し
も
う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
、
宮
前
橋
と
千
代
田
橋

の
間
で
毎
月
一
回
行
わ
れ
て
お

り
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加

者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

活
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
守
山
区
社
会
福
祉
協
議

会
が
催
す
「
は
つ
ら
つ
長
寿
推

進
事
業
」
（
２
面
参
照
）
の
参

加
者
ら
。
そ
の
一
人
、
田
中
幸

子
さ
ん
七
二
＝
町
北
＝
が
昨
年

六
月
、
区
社
協
と
の
電
話
で

「
散
歩
コ
ー
ス
の
河
川
敷
に
ご

み
が
落
ち
て
い
て
気
に
な
る
」

と
話
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

本
年
度
上
半
期
の
同
事
業
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
に
な
り
、
矢
田
川
河
川

敷
を
清
掃
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
も
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
「
私
た
ち
で
」
と
い
う

田
中
さ
ん
と
区
社
協
の
考
え
や

思
い
が
一
致
。
同
事
業
の
参
加

者
ら
へ
声
を
掛
け
る
な
ど
し

て
、
昨
年
九
月
に
八
人
で
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

四
回
目
と
な
っ
た
十
二
月
二

十
二
日
に
は
、
区
社
協
の
職
員

二
人
を
含
む
男
女
十
九
人
が
参

加
。
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
二
時

間
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
菓
子

の
包
装
な
ど
四
十
五
㍑
の
袋
で

四
袋
分
の
ご
み
を
拾
っ
た
。

　

田
中
さ
ん
は
「
身
近
な
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
し
、
き
れ
い
に

な
る
こ
と
は
気
持
ち
が
い
い
」

　

特
別
な
思
い
の
舞
台
―
。
守

山
区
出
身
の
和
太
鼓
奏
者
・
山

田
純
平
さ
ん
の
特
別
公
演
が
三

月
十
四
日
（
日
）
、
愛
知
県
芸

術
劇
場
＝
東
区
東
桜
一
＝
大
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
午
後
二

時
開
演
、
同
一
時
開
場
。

　

山
田
さ
ん
は
西
城
小
、
守
山

中
の
卒
業
生
。
中
学
時
代
、
守

山
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
現
・

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
で

の
教
室
を
き
っ
か
け
に
和
太
鼓

を
始
め
た
。
神
戸
の
プ
ロ
チ
ー

ム
「
和
太
鼓
松
村
組
」
に
十
二

年
間
在
籍
す
る
な
ど
、
国
内
外

で
活
躍
。
二
〇
一
六
年
に
は
、

西
尾
市
を
拠
点
に
和
楽
総
合
芸

術
集
団
「
山
田
純
平
×
熱
響
打

楽
」
を
旗
揚
げ
し
た
。

　

本
公
演
は
、
そ
の
二
日
後
に

四
十
歳
に
な
る
山
田
さ
ん
の
三

十
代
の
集
大
成
と
も
い
え
る
舞

台
。
和
太
鼓
の
ほ
か
、
和
・
洋

楽
器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ら
総

勢
三
十
人
以
上
が
登
場
し
、
会

場
を
フ
ル
に
使
っ
た
演
出
と
と

も
に
〝
よ
り
す
ぐ
り
の
山
田
純

平
作
品
〟
を
披
露
す
る
。

　

前
売
り
券
（
全
席
指
定
）
は

Ｓ
Ｓ
席
七
千
五
百
円
、
Ｓ
席
六

千
五
百
円
、
Ａ
席
五
千
円
、
Ｂ

和
太
鼓
の
山
田
純
平
さ
ん
が
特
別
公
演

来
月

日 

県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

区
内
の
新
成
人
は
１
６
３
６
人

８
中
学
校
で
守
山
区
成
人
の
日
記
念
行
事

吉
根
小
で
中
日
新
聞
の「
出
前
授
業
」

新
聞
が
家
庭
に
届
く
ま
で
な
ど
を
学
ぶ

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

矢
田
川
河
川
敷
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

守
山
消
防
署
（
丹
羽
達
夫

署
長
）
に
よ
る
「
守
山
区
消

防
表
彰
」
が
先
月
行
わ
れ
、

消
防
活
動
に
貢
献
し
た
人
と

団
体
に
感
謝
状
や
表
彰
状
が

贈
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
式
典
は
取
り
や
め

　

同
表
彰
は
火
災
や
救
急
な
ど

の
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
１

９
番
」
に
ち
な
み
、
一
月
十
九

日
や
近
い
日
に
毎
年
実
施
。
こ

と
し
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

守
山
文
化
小
劇
場
で
例
年
催
し

て
い
る
式
典
を
取
り
や
め
た
。

　

感
謝
状
と
表
彰
状
は
守
山
消

防
署
員
が
受
賞
者
へ
届
け
た
ほ

か
、
各
消
防
団
の
団
長
が
そ
れ

ぞ
れ
の
団
員
に
伝
達
し
た
。

　

受
賞
者
・
団
体
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

　

【
感
謝
状
】
▽
消
防
協
力
者

＝
大
島
酒
食
品
、
青
柳
総
本

家
、
桜
井
、
名
古
屋
化
学
工
業

所
、
日
本
精
機
、
守
山
製
作

所
、
清
春
石
油
、
魚
こ
う
本

店
、
コ
メ
ダ
珈
琲
店
守
山
城
下

店
、
ユ
ニ
ー
ピ
ア
ゴ
守
山
店
、

グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

　

▽
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
運

動
推
進
功
労
＝
〈
放
火
防
止
対

策
〉
大
森
学
区
防
災
安
心
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
大
森
北
学
区

同
、
本
地
丘
学
区
同
、
守
山
学

区
同
、
志
段
味
東
学
区
同
〈
訓

練
・
講
習
な
ど
〉
大
森
学
区
防

災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、

森
孝
東
学
区
同

　

▽
消
防
団
業
務
協
力
者
＝
浦

野
道
雄
、
山
田
征
司
、
小
池
宗

一
、
伊
藤
明
美
、
岩
田
美
佐

緒
、
山
内
和
治
、
柳
澤
秀
博
、

大
島
賀
樹
、
村
松
千
里
、
加
藤

克
己
、
村
濱
稚
都
子
、
近
藤
允

雄
、
安
田
泰
、
西
村
右
左
夫
、

柴
田
義
昭
、
柴
田
隆
司
、
内
藤

長
幸
、
佐
藤
正
延
、
伊
豆
克
廣

　

▽
功
労
消
防
団
員
家
族
＝
名

倉
道
子
、
水
谷
奈
美
、
小
西
敦

子
、
青
山
美
登
里
、
黒
野
厚

江
、
青
木
豊
子
、
滝
本
千
絵
、

上
杉
貞
子
、
柴
田
澄
江
、
渡
辺

桂
子
、
向
井
浩
子
、
井
戸
敏

子
、
柴
山

子
、
小
林
友
美
、

柴
田
典
子
、
梅
村
淳
子
、
副
島

雪
代
、
井
町
静
恵

　

【
表
彰
状
】
▽
優
良
防
火
管

理
事
業
所
＝
重
度
障
害
者
活
動

拠
点
１
９
８
０
夢
、
ひ
な
た
保

育
園

　

▽
優
良
防
火
管
理
者
＝
内
藤

浩
二
、
中
村
和
弥

　

▽
優
良
危
険
物
保
安
事
業
所

＝
二
葉
産
業
、
東
亜
観
光
ホ
テ

ル
ア
ジ
ア
ン

　

▽
優
良
危
険
物
取
扱
者
＝
永

谷
康
浩
、
野
澤
久
倫

　

▽
功
績
消
防
団
＝
小
幡
消
防

団
、
志
段
味
東
同
、
白
沢
同

　

▽
優
良
消
防
団
＝
大
森
北
消

防
団
、
森
孝
東
同

　

▽
優
良
消
防
団
員
＝
鈴
木
卓

美
、
小
木
曽
淳
、
大
月
幸
夫
、

小
川
誠
三
、
鈴
木
康
之
、
天
神

博
隆
、
皆
島
明
大
、
松
田
良

幸
、
渡
邊
美
弥
子
、
矢
野
浩

二
、
松
村
良
将
、
佐
口
晴
重
、

古
田
雅
己
、
水
野
久
巳
、
清
水

晴
雄
、
大
和
谷
茂
、
安
田
純
子
、

長
谷
川
幸
広
、
中
野
純
、
臼
井

邦
彰
、
織
部
雅
司
、
福
満
明
実
、

達
川
裕
昭
、
水
野
勉
、
森
俊
夫
、

内
山
文
夫
、
宮
﨑
徹
、
荒
井
泰

博
、
山
口
泰
、
岡
島
昌
二
、
森

下
秀
幸
、
小
林
禎
彦
、
大
後
早

苗
、
花
村
直
昭
、
水
野
郁
夫
、

水
野
和
浩
、
長
沼
敏
和
、
中
道

　

▽
松
波
榮
一
さ
ん
＝
瀬
古

２
＝
の
投
稿
写
真

　

瀬
古
一
丁
目
付
近
、
堀
川

沿
い
の
芝
生
が
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
ハ
ー
ト
形
に
刈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
散

歩
中
に
見
つ
け
、

思
わ
ず
撮
影
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

「
え
っ
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
家
庭
や
守
山
区
内
で
の
出

来
事
な
ど
、
あ
な
た
が
と
ら

え
た
〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
は
写
真
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
も
）
③
電
話
番
号
④
写

真
の
説
明
（
で
き
る
だ
け
詳

し
く
）
や
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０

０
０
７
、
松
坂
町
３
５
２
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
紙

上
写
真
展
」
係
へ
。

　

メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@gctv.ne.jp

＝
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
に
っ
こ
り
。
ま
た
「
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

「
矢
田
川
ク
リ
ー
ン
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
毎
月
第
四

火
曜
の
午
前
十
時
―
正
午
（
※

た
だ
し
、
二
月
は
休
み
）
。
廿

軒
家
会
館
＝
廿
軒
家
＝
前
に
集

合
、
雨
天
中
止
。
お
茶
な
ど
飲

み
物
の
ほ
か
、
タ
オ
ル
や
マ
ス

ク
を
持
参
。
は
つ
ら
つ
長
寿
推

進
事
業
に
参
加
経
験
の
あ
る
人

や
そ
の
知
り
合
い
、
興
味
の
あ

る
人
が
対
象
。
参
加
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
守
山
区
社
会

福
祉
協
議
会
＝
☎
０
５
２
（
７

５
８
）
２
０
１
１
＝
へ
。

旧友との再会を喜ぶ新
成人ら（守山中学校）

執
行
務
優
良
者
な
ど
の
署
員
に
も

丹
羽
署
長
（
左
）
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
た
（
守
山
消
防
署
）

は
つ
ら
つ
と
し
た
気
分
に
―
ご
み
拾
い

と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
参
加
者
ら

ＮＩＥ（教育に新聞を）学習活動
の一つとして行われた出前授業

貢献した人と団体に感謝状や表彰状贈呈

ことしも「守山区消防表彰」


